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要約 : ストレプトマイシン散布で無核化した四倍体ブドウ 藤稔 と 巨峰 の房形 軸茎生長 果実肥大を
改善するために 満開時の GA処理濃度の検討を行った 得られた主な点はつぎのようであった
+ 良品質の果房生産には 満開時に ,./から ,/ppm濃度の GA散布が有効であった この作業を省く
と両品種とも主軸長支梗長などの果粒を支える軸生長が不充分でありまた果粒の肥大がやや小さかっ
た また この反応は第 +果房でも第 ,果房でも同様であった
, 四倍体ブドウの安定した無核化生産には 無核化誘発のための満開前 3日またはそれ以前に SM
,**ppm処理を行い果房整形しつぎに満開時に ,./,/ppmの GA処理を行いさらに果実の肥大
促進を図るため満開後 +*日目に GA ,/ppmの後処理が必要であったそして との浸漬処理は 噴霧
器による散布処理に代替えでき 薬剤処理作業を簡素化できた
キワド : 四倍体ブドウ 無核化 ストレプトマイシン ジベレリン 散布時期

緒 言
著者らは先にストレプトマイシン 以後 SMと記す が






さらに 果実肥大のために満開後 ++日に GA ,/ppmを
後処理すると 果粒の大きい無核果房を収穫できた しか
しながら 先に小笠原,や LEEら-やWIDODOら., /が認め
たと同様に 収穫果房の形状や果粒の大きさが有核果房に
比較してやや小さかった この点については 前報0で指
摘したように 満開時に GA +,./ppm処理を加えると 明
らかに改善されることを知った
そこで本報告では 満開時の GA処理濃度について検討




第 +実験 : 東京農業大学厚木農場に栽植されている +*
年生の 藤稔 -樹と ,.年生の 巨峰 -樹を用いた SM
はアグレプト液剤 明治製菓製 SM ,*含有 の + ***
倍希釈液 ,**ppmとしまた GAはジベレリン粉末 協
和酵製 GA -.+含有 の ,/ +,./ / ,./ppm相当濃
度の希釈液とした
SM処理は 藤稔 では +331年 /月 ,0日 開花 ,日前
満開 1日前 に 巨峰 では /月 +-日 開花 2日前 満
開 +/日前 に 動力噴霧器を用いて散布処理した の
上 下から充分にかけ 薬量としては約 ,/* l+* aを使用
した また散布時にビニル袋で包んで薬液の飛散をさけた
花穂を設け これを SM無処理区とした
満開時の GA処理は ,/ ppmの浸漬処理を対照区とし
て 肩掛け噴霧器 ,頭口 で亜主枝毎に GA ,/ +,./ /
,./ * 水道水のみppmの濃度別に /つの処理区を設け
て行った
GA ,/ppmによる後期処理は 巨峰 では満開 +*日後
にあたる 0月 1日に 藤稔 では 0月 +,日にすべての果
房を浸漬処理した +区につき 2果房を供試した
花の整形は 開花が +割程度に達した /月 ,-日,1日
に房先から約 . cmを残して 他の支梗はすべて主軸から
剪除して行った果房の摘粒は 0月 ,.,1日に収穫を目
的とした第 +果房について行い 藤稔 では ,2-*粒
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,果房については成りゆきにまかせ摘粒は行わなかった
無核果率と果房の形状を 藤稔 では 1月 3日 巨峰
では 1月 +*日に第 ,果房を切り離して調査した さらに
藤稔 2月 ,3日 巨峰 2月 ,2日の収穫時に残された第
+果房の無核果率 果房の形状 および糖度や酸度など果
実品質について前報+と同様の方法で分析調査を行った




第 ,実験 : ++年生の 藤稔 -樹を供試し +332年 /月
++日 開花 .日前 満開 3日前 に SM ,**ppmの散布試
験を再度行った さらに 満開時に GA ,/ppmと ,./ppm
の散布区を設け 慣行法の GA ,/ ppm浸漬処理区の対照
区と比較した その後満開 ++日後に すべての果房を GA
,/ppmで浸漬処理し これを後処理とした
花穂の整形は 開花が +割程度に達した /月 +0+2日
に房先から約 -./ cmを残して 他の支梗はすべて主軸か
ら剪除して行った果房の摘粒は 0月 ,-日に第 +果房






巨峰 では満開前の SM散布の果房ばかりでなく SM
散布をはぶき 満開時に GA ,/ ppmを浸漬処理した果房
でも +**の無核果率を達成できた 表 +しかし満開
前 1日目に SM処理した 藤稔 では +331年の第 +実験
では 果房に数果の有核粒が認められ 完全無核果は達成
できなかった 表 + 表 , しかし +332年の第 ,実験で
は 藤稔で満開前 3日目に SM散布し満開時に GA ,/
ppmまたは GA ,./ ppmの散布で完全無核化を達成でき
た 表 - 巨峰 と同様に この年の 藤稔 では SM




表 +に示したように 生育中の果房では 満開時に GA
の高濃度を受けた果房ほど 着粒数が多く GAの散布を
このときはぶいた果房は両品種とも明らかに着粒数が少な
く 花振いの徴候があった 表 + また 満開期に GA散
布をうけなかった果房の主軸直径や果梗の伸長性が悪く
一方 GA散布をうけた果房では 高濃度ほどこれらの伸長








収穫果実の果汁の糖度は 巨峰 では約 +3度 藤稔
では +331年が +1度前後であったが +332年ではこれより
やや劣った 表 , 表 - 巨峰 では糖度に年次差がみら
れたが 同年内の SMと GAの処理間には 散布でも浸漬
でも糖度に差がなかった また 果汁の酸度は 巨峰 で
は *.0/前後であり 藤稔では *./-前後であった酸
度については 藤稔 で年次差はなかった SM散布の有
無 満開時の GA散布の有無あるいは濃度間差を設けた区
間の比較でも 果汁の酸度に差異がなかった 表 , 表 -
果皮色についても同様であり 区間に大きな相違は認めら
れなかったが 藤稔 の年次間ではやや違いがあり +331
年が +332年よりやや高い赤色指標の a*値を示した 表 ,
表 -





著者らは前報+において 藤稔 巨峰 いずれの品種
も 満開 +2日前の早期の SM浸漬処理が完全な無核化を
示すことを明らかにした しかし 藤稔 の +331年の満開
1日前の散布試験では +**の無核果率を達成することが
できなかった SM処理で完全な無核果率を得られなかっ
たとする報告として WIDODO ら/ の ピオネ での








同様の試験では 満開 3日前に散布して +**の無核果率
を得たので SMの散布処理でも以前の SMの浸漬処理+





上で 果粒が主軸長 2./3 cmに ,/-*粒程度着いたコ
ンパクトな果房が商品性からみて理想とされている2, 3 し
たがって +粒重が +/ g以上の大果が均等に主軸に着生し
ている果房が望まれる 同様によく知られている 巨峰
については 主軸長 3+* cmに +*g以上の果粒が -*-/
粒程度コンパクトに着いた -/* g以上の果房生産が理想
とされている+*+, 巨峰 についてのこれまでの試験成
果をみると 主軸長の確保に 満開時の GA処理が欠かせ
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る 本試験でも摘果をはぶいた第 ,果房の試験結果 表 +
において 良品質な果房形成には満開時の GA処理は欠か
せないものと思われた また その際の GA濃度は従来の
,/ ppmに比して ,./ ppmという低いものでも同様の効




理想から遠かった したがって 藤稔 の理想的な房作り





くとも満開前 3日以前の SM処理 満開時の GA ,./
または ,/ppm処理 さらには後処理として再度の GA
,/ ppm処理の -回の薬剤処理を行う必要があるが これ
らの処理で収穫時の果実品質が大きく影響をうけることは
なかった しかし著者らが行っている満開 /0日前後に




れなかった これまでの無核化処理の試験で SMや GA










が一般的であった 今回 -回の処理つまり +回目の SM





ラ 栽培で GA浸漬処理に +* a当たり約 .時間を費やし
ていた+2ことを考えると きわめて省力的になるものと思
われる また 表 , 表 -で示された満開時の GA濃度が
従来の ,/ ppmから ,./ ppmでも処理効果をみせたこと
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E#ect of gibberellin spraying at full bloom
on induction of improved clusters of
seedless tetraploid grapes induced
by streptomycin treatment
By
Kazunori ISHIKAWA*, Hisamitsu TAKAHASHI**, Hiroaki KATO***
and Fukio IKEDA****
(Received January +3, ,**+/Accepted July +3, ,**+)
Summary : Gibberellin (GA) treatment at full bloom of seedless tetraploid grapes cv. ‘Fujiminori’ and
‘Kyoho’ induced by streptomycin (SM) was conducted in order to improve the shape of bunch,
rachiseo growth, pedicel growth and berries enlargement.
+) GA spraying at full bloom at concentrations of ,./ to ,/ppm was e#ective to induce a compact
shape of bunch. In the case of non-spraying of GA, shorter pedicels, weak stems and less fruiting were
detected. There were no di#erences in response to GA at full bloom between spraying and dipping
treatments, and between clusters of ‘Primary’ and ‘Secondary’.
,) For the stable production of seedless tetraploid grapes, it is necessary to use growth regulators
at least three times. The ﬁrst treatment of ,**ppm SM was conducted at 3 days or more before full
bloom in order to induce complete seedless berries. The second treatment of ,./ to ,/ppm GA was
conducted at full bloom in order to promote rachiseo and pedicel growth. The third treatment of ,/
ppm GA was conducted at +* days after full bloom in order to enlarge berries size. Dipping method
for the ﬁrst and second ones could take the place of spraying method by spray machines.
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